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研究成果概要 
 スーパーカミオカンデでは実験当初より超新星モニターシステムを定常的に稼動させ、改良

を続けている。また、LED を用いた超新星ニュートリノバースト模擬試験を定常的に行い、オ

ンラインデータ収集システムがニュートリノバーストを問題なく収集できる事の確認を続けて

いる。 
今年度はスーパーカミオカンデのデータ取得用のエレクトロニクスおよびオンライン計算機

が更新されたため、取得されるデータの素性が大きく変わった。これに対応して超新星モニタ

ーシステムの再構築を行った。このためにはほぼ全てのプログラムを一通り書き直した。また

新エレクトロニクスの導入後速やかにモニタシステムを立ち上げ、定常的にモニタを続けてい

る。 

また、レーザダイオードを用いた模擬試験を行い、超新星爆発の際に問題なくデータが取れ

ること、超新星モニターが正しく発報することを確認した。この模擬テストの結果として、新

エレクトロニクスおよびオンラインシステムを用いることで 10 秒間に 6 百万事象のバースト

（銀河中心の20分の 1の距離での超新星爆発に相当）に対してもバーストデータを取りこぼす

ことなく取得できることを確認した。またバースト発生から全事象を解析したアラーム発信ま

での時間について、従来 20 分～1 時間程度かかっていたものが 10 分以下に短縮されたことを

確認した。 

整理番号  
 


